
１．取組実績
（１）ホームページでの情報発信
法政大学生植物医科学センターのホームページにおいて、本制度の意義や目的

等を紹介し本センターにおける研究活動を通して植物防疫の重要性を周知した。

２．取組による効果
（１）ホームページでの情報発信
診断依頼あるいは問い合わせのため本センターにアクセスした外部機関にホー

ムページを通じてIYPH2020の取り組みを紹介した。（2021年6月の合計アクセス
数：285件）。

３．今後の予定・展望
（１）引き続き本センターのホームページを通して、病害虫診断依頼や問い合わ
せでアクセスする学内外関係機関への情報発信に務める。

＜連絡先＞
法政大学植物医科学センター事務局 042-387-7184

左図：本センタートップページ
赤線内に本件見出し

右図：掲載詳細記事
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１．取組実績
（１）学科ホームページでの情報発信
法政大学生命科学部応用植物科学科のホームページにおいて、本制度の意義や

目的等を紹介し本学科における教育・研究活動を通して植物防疫の重要性を周知
した。
（２）学科授業での情報発信
大学の各種植物防疫関連講座において本テーマを取り上げ、学生に教育した。

２．取組による効果
（１）学科ホームページでの情報発信
当学科ホームページにおける情報発信により、本校学生、学内外関係機関へ情

報発信した（2021年4月〜6月までの合計アクセス数：5,701名）。
（２）学科授業での情報発信
弊校関連科目（「植物医科学概論」「植物保護士演習」「グローバル環境政策

論」、「国際食料需給論」等）における授業を通して、IYPH2020や植物防疫に関
する活動情報を発信した（受講学生数：各約85人）。

３．今後の予定・展望
（１）引き続き本学科ホームページや授業を通して、本校学生、学内外関係機関
への情報発信に務めるとともに、大学院・学部学生教育において国際的な植物防
疫関連情報の一層の充実を図る。

＜連絡先＞
法政大学生命科学部応用植物科学科 042-387-6149

左図：本学科トップページ
赤線内に本件見出し

右図：掲載詳細記事
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企業ロゴ等

１．取組実績
（１）ホームページでの情報発信
2020年2月20日に弊会ホームページにおいて、国際植物防疫年の内容とオフィシャルサポー

ターとしての全農の取組みを情報発信した。
（２）広報誌「全農ウィークリー」での周知
2020年2月24日Vol.916の「全農ウィークリー」において、国際植物防疫年の内容とオフィ

シャルサポーターとしての全農の取組みをJAや取引先、マスコミに情報発信した。
（３）JAグループ安全防除運動チラシでのロゴの周知
例年6月に強化している安全防除運動で使用するチラシにおいて、国際植物防疫年のロゴを

掲載し、知目度向上を図った（2020年版チラシ）。
（４）日本農業新聞の広告でのロゴ周知
2020年6月1日の日本農業新聞に掲載した安全防除運動の広告内に国際植物防疫年のロゴを

掲載し、知名度向上を図った。
（５）防除指導員養成講習会での周知
JA職員、県連・全農職員を対象とした講習会にて国際植物防疫年の内容とオフィシャルサ

ポーターとしての全農の取組みを情報発信した。

２．取組による効果
（１）ホームページでの情報発信
ホームページにおける情報発信により、閲覧者への啓発と全農の取組みを周知した。（アク

セス数2316回（2020年3月～2021年6月）
（２）広報誌「全農ウィークリー」での周知
広報誌（3万4千部＋web公開）の周知により、読者の意識向上と全農の取組みを周知した。

（３）JAグループ安全防除運動チラシでのロゴの周知
JAグループ内に約56万枚のチラシを配布し、関係者および生産者の知名度向上に資した。

（４）日本農業新聞の広告でのロゴ周知
全国の読者への知名度向上に資した。

（５）防除指導員養成講習会での周知
全４回の講習会にて、参加者計52名へ周知した。

＜連絡先＞
耕種資材部 技術対策課 新井俊介 03-6271-8291
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１．取組実績
（１）ホームページでの情報発信
当会ホームページ上に「国際植物防疫年2020」のバナーを設置し、2021年6月30日まで国
際植物防疫年2020を紹介。（農林水産省の国際植物防疫年2020サイトにリンク）

（２）メールでの周知
全職員のメール署名欄に当会ロゴマークと併せ「国際植物防疫年2020」のロゴマークを
掲載、 2021年6月30日で終了。

（３）作物保護関連学会オンラインセミナーでの周知
日本農薬学会大会（3/9）、日本植物病理学会大会（3/17）、日本応用動物昆虫学会大会
（3/24）、日本雑草学会大会（4/17）、日本芝草学会大会（6/13）のオンラインセミ
ナー「食料生産における作物保護の重要性」にて、「国際植物防疫年2020」説明資料を
入れ、植物防疫の重要性を紹介。

（４）当会会員への周知
当会5支部の総会にて、「国際植物防疫年2020」説明資料を入れ、会員に対して植物防疫
の重要性を周知。

写真・画像

２．取組による効果
（１）ホームページでの情報発信
当会ホームページ（平均アクセス数約102,000回／月）での情報発信により、訪問者に「国際植
物防疫年2020」について周知されたと考える 。

（２）メールでの周知
当会会員等のメール受信者に対して、常に「国際植物防疫年2020」 のロゴマークが目に触れ
ることにより、周知が図られたと考える。

（３）作物保護関連学会オンラインセミナーでの周知
各学会大会のオンラインセミナー参加者（約100名）に対して、「国際植物防疫年
2020」を周知するとともに、植物防疫の重要性について再認識されたと考える。

（４）当会会員への周知
当会会員が植物防疫の重要性を再認識した。

３．今後の予定・展望
農薬使用者を対象とした研修会やシンポジウム等で、参加者に対して植物防疫の重要
性を引続き周知していく予定。

＜連絡先＞
農薬工業会 小川安則
03-5649-7191 jcpa@jcpa.or.jp
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１．取組実績

２．取組による効果

３．今後の予定・展望

機内誌「翼の王国」（2020年5月号）に植物防疫の重要性、海外からの病
虫害の侵入リスクが高まっている現状などを紹介する記事を掲載し、航
空機をご利用いただくお客様への周知啓蒙に繋げた。
記事には国際植物防疫年2020のロゴを掲載し、活動を広く知っていただ
けるように取り組みを進めた。

航空機を利用されるお客様に植物防疫の重要性を知ってもらう機会と
なった。

引き続き航空輸送業の社会的責任として植物防疫の強化に取り組んで
いく。

機内誌「翼の王国」（2020年５月号）
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１．取組実績

（１）当会ホームページに国際植物防疫年2020の趣旨及び取り組みを紹介し、植物
防疫及び植物検疫の重要性を周知（令和2年2月～3年6月）

（2）当会機関紙「日くん協だより」に関係記事を掲載し、国際植物防疫年の趣旨及
び活動内容を紹介（令和2年3月31日 No.139号）

（3）当会理事会及び通常総会において、国際植物防疫年2020及び当会活動内容を
説明（令和2年3月24日・6月5日、令和3年3月25日・6月2日）。

(4) 当会主催くん蒸関係講習会において、国際植物防疫年2020を紹介し、植物防疫
及び植物検疫の重要性を周知（令和2年10月8日札幌、10月14日新潟、10月22日
横浜、10月27日仙台、11月11日広島、11月12日福岡、12月1日名古屋、12月2
日神戸、12月4日台東区）

（5）当会事務局から送信するメールにロゴマークを掲載（令和2年2月～3年6月）

（6）国際植物防疫年2020を推進する第8回アジア植物病理学会に協賛（開催中止の
ため事務局（日本植物病理学会）に協賛金を寄附）（令和2年4月10日）

２．取組による効果
（1）機関紙「日くん協だより」の配布等（約400部）により会員及び関係者に対
して、あらためて植防疫及び植物検疫に対する認識を深めて貰う。

（2）ホームページに掲載し、不特定多数の閲覧者対して、国際植物防疫年2020の
記事により植物防疫及び植物検疫の重要性を認識して貰う。

（3）植物検疫くん蒸作業主任者（年間約200名が受講）に植物検疫の重要性を再
認識して貰う。

３．今後の予定・展望

（1）当会が実施する植物検疫くん蒸関係者を対象とした講習会,、ホームページ等に
おいて等において、引き続き植物防疫及び植物検疫の重要性について周知を図る。

（2）その他
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機関紙「日くん協だより」
令和2年3月31日 No.139 日くん協ホームページ

植物検疫くん蒸関係者講習（令和2年12月4日）
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